
１ 組織名  北郡山自治会 

 

２ 地区の概要 

  ○面積 2.160ｋ㎡  ○世帯数 108世帯  ○人口 327人 

（１）おいたち 

当地域には、縄文や古代の集落跡を示す周知遺跡が９ヵ所に及び、古くから集落が成

立していたと思われる。さらに奥州当国33ヶ所観世音札所８番八幡寺を始め、多様な古

碑が数多くみられ先人の信仰生活が偲ばれる。この地域は、享保20年から徳田通、北郡

山村と称し、明治22年旧徳田村の大字となった。 

行政区は大正期は第５区、昭和に入って11・12区となったが、矢巾町の行政区再編に

より昭和55年北郡山行政区となった。その当時は部落会と称したが、平成13年自治会と

改称した。 

学制発布直後の明治６年、徳田通最初の学校が当地域猪去に開校し、いわば近代教育

発祥の地である。 

明治期以降、先人の手で用水路、道路の整備が繰り返されが、昭和29・30年の一大区

画整理、平成３年～10年の２期に亘る県営圃場整備、低コスト化大区画整備等新しい時

代にふさわしい水田の基盤が整備された。 

 

（２）特徴、特色 

当集落は、矢巾町の南端で鉄道沿いに位置し、岩崎川、大白沢川、太田川に囲まれた

2.1k㎡の小集落である。自然環境に恵まれ、のどかな田園風景が広がる純農村であるが、

ＪＲ古館駅、国道4号線に程近く交通の便に恵まれている。 

人口327人、世帯数108でその多くが兼業農家である。しかも、よそからの転入は少な

く、古くからの住民が多い。住民の高齢化率は38％と高く、少子率（14才以下）は

8.0％と低く、典型的な少子・高齢化地域である。それだけに地域の人たちの昔からの

結びつきが強い。 

北郡山さんさ踊り保存会は結成以来栄々と実績を残し平成３０年には矢巾町無形民俗

文化財に指定され、益々末永く継続されることを期待されている。 

また、北郡山八幡神社は当地域の人たちに親しまれ、特に秋の例大祭においては、子

供相撲や北郡山さんさ踊り等の奉納が行われ、住民の貴重な交流の場となっている。 

平坦で肥沃な土地に恵まれ、水田基盤整備とあいまって営農組合や農業の担い手が中

心となり集落営農を進めている。 

 

 

３ コミュニティ計画 

（１）コミュニティ活動方針 

①キャッチフレーズ 

ゆめ みらい ひろげよう 結（ゆい）のこころ 

②活動目標 

地域の人々の心が通い合えるようなコミュニティ活動を通じて地域連帯感を強め、

明るい住みよい北郡山をつくろう。 

 



（２）組織体制及び活動の内容 

区   分 活   動   の   内   容 

役員会 会の組織運営、事業の計画・実施 

常任委員会（18名） 

総 務 担 当 
会の運営、事業の計画・実施の決定と処理、会の庶務、広報 

公民館運営委員会 

     （16名） 

総 務 会 計 担 当 

教 育 文 化 担 当 

公民館の管理運営、広場の管理、社会教育活動の計画・実施の決定と

処理 

公民館の庶務・会計、公民館・広場・施設の管理 

教育振興運動、文化活動、学習活動、コミュニティ活動 

専門委員会 

環 境 委 員 会 

ニ コ ニ コ ラ イ フ 委 員 会 

防 災 委 員 会 

スポーツレクリ 

エーション委員会 

専門分野毎の具体的な計画と実施 

ごみ問題、資源再利用、道路・河川の愛護、環境美化 

保健衛生活動全般、地域福祉、慶弔事業、コミュニティ形成 

交通安全、防犯、防火推進、道路・河川の愛護、河川パトロール 

体育、スポーツ、レクリエーション 

班長会 自治会・公民館の運営及び事業への協力 

 

（３）主な事業、年間行事等 

区   分 活   動   の   内   容 

コミュニティ活動 

さなぶり会、夢灯り、地区民レクリエーション大会、研修旅行 

新年懇話会、各種受賞者合同祝賀会、防犯灯管理 

広報紙発行、コミュニティ団体の育成、地区作品展（隔年） 

伝 統 文 化 事 業 
北郡山さんさ踊り保存会、正月用しめなわ、しめかざりを作る会 

伝統さんさ太鼓支援、子供相撲 

保 健 福 祉 活 動 
健康相談、健康づくり教室、料理教室、歩け歩け運動（健康ウォーク

大会）、エンジョイやはばネットワーク事業支援 

環 境 保 全 事 業 
道路・河川愛護と草刈り、道路一斉清掃、ごみ減量運動、 

ふれあい花壇づくり協力 

地 域 安 全 運 動 
交通安全、自主防災推進（防災・防火の集い・消火訓練）、防犯啓

発・警報器設置促進 

慶 弔 事 業 弔慰金、誕生祝金、喜寿を祝う会 

公 民 館 活 動 
生涯学習、スポーツ活動への支援、青少年育成、ボウリング大会、地

区民レクリエーション交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）コミュニティ施設等の整備計画                 （単位:千円） 

実施年度 事  業  区  分 事業費 内 容 説 明 

令和３年度 
防犯灯取替事業 

ルームエアコン設置 

100 

400 

 

 

令和４年度 防犯灯取替事業 100  

令和５年度 防犯灯取替事業 100 
 

令和６年度 防犯灯取替事業 100 
 

令和７年度 防犯灯取替事業 100  

 

４ 資金計画 

（１）収入計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

自 治 会 費 8,000円×88戸 704 704 704 704 704 

補 助 金 道路・河川愛護費 110 110 110 110 110 

 防犯灯電気料補助 36 36 36 36 36 

 防犯灯設置補助 33 33 33 33 33 

 ｴﾝｼﾞｮｲやはば事業補助 120 120 120 120 120 

 ルームエアコン設置補助 200     

委 託 金 河川堤防刈払い業務 390 390 390 390 390 

雑収入 雑収入 47 47 47 47 47 

繰越金  350 350 350 350 350 

合  計  1,990 1,790 1,790 1,790 1,790 

 



（２）支出計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

会 議 費 総会、役員会等 120 120 120 120 120 

事 業 費 広報発行費      

 親睦会費 400 400 400 400 400 

 各種スポーツ大会費      

 公民館運営費      

 各団体等への助成 170 170 170 170 170 

 子供会育成会費 10 10 10 10 10 

維持管理費 防犯灯電気料 75 75 75 75 75 

 防犯灯設置費 70 70 70 70 70 

 ルームエアコン設置費 400     

 公園、ごみ集積所 280 280 280 280 280 

 管理費      

生活福祉費 健康づくり活動費 90 90 90 90 90 

役 員 手 当  170 170 170 170 170 

予 備 費  205 405 405 405 405 

合  計  1990 1790 1790 1790 1790 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



組織図 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会 

会長 監査委員 

公民館長 

副館長 

総務会計 

公民館運営委員会 

副会長 

総務 

常任委員会 

専門委員会 

環境委員会 

ニコニコライフ委員会 

防災委員会 

スポーツレクレーション委員会 

 

各種委員 

各種団体長 

各種団体長 

 農家組合 

 交通安全協会分会 

 老人クラブ 

 食改協 

 子供会 

 ＰＴＡ（小・中） 

 消防団 

各種委員 

 民生児童委員 

 保健推進員 

 ごみ減量推進員 

 体育振興委員 

 体育委員 

班長会 


